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　　王文璧的《中州音韵》是明清时代曲韵史上极为重要的韵书之一。

　　日本内阁文库本载有〈凡例〉8条，其第一条说 ：“翻切、圏注，一遵洪武正韻，其旧

本有而正韻無者，闕之，或正韻有而旧本少者，補之。”然而至今尚无学者针对《中州音韵》

的这一条进行过研究。

　　我们在比较《中州音韵》和《洪武正韵》、《韵学集成》两书之反切系统的过程中，发现

王文璧修改《洪武正韵》或《韵学集成》的反切并且用以作为《中州音韵》反切的依据。

　　《中州音韵》的反切系统有一种独特的构造：反切上字大部分是平声字，下字声母则与

归字同类，如〈农，奴东切〉〈崩，逋蒙切〉〈空，枯红切〉。

　　其中所见的例外反切却与尚未修改之《洪武正韵》或《韵学集成》的反切相符。如〈琫，

边孔切〉。由此可以推测王文璧根据《洪武正韵》或 《韵学集成》的反切而将之改为《中州

音韵》的反切。

　　本文将以（1东钟）为例，证实这些问题。

Keywords： 汉语，音韵学，反切，《中州音韵》

キーワード：漢語，音韻学，反切，『中州音韻』

１．王文璧の『中州音韻』は音注が施された最初の曲韻の書である。このあとに続々と編
纂された曲韻の書も『中州音韻』の音注を襲用することが多く，また臧晋叔の『元曲選』
の「音釋」もこの系統の音注を使っていることなどから，この『中州音韻』の重要性を知
ることができる。1

　その音注は反切の場合と直音の場合とがあり，今回はそのうち反切注について「１東鍾」
の韻を例に挙げてその性格を述べようと思う。

＊ 元大阪大学言語文化研究科・教授
1  佐々木 1977。
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２．『中州音韻』は元の『中原音韻』と同じ 19 韻から成るが，その内容は全く異なるもの
である。
　まず平声は『中原音韻』に見える陰陽の区分はなく，伝統的な韻書と同じく全濁音の声
母を復活して，一種類のみである。全濁音の声母はまた去声にも存在する。2

　それゆえその音系は入声を除くと『中原音韻』よりもむしろ『洪武正韻』のそれに近い
ものとなる。音韻表１・２・３・４を参照されたい。

３．許徳宝 1991 の考証によれば，編者の王文璧の生年は 1415 年，卒年は 1504 年より後
である。そして『中州音韻』の成立は弘治 16 年より後，正徳 3年より前であるという（1503
－1508）。
　日本の内閣文庫に明刊本が蔵せられているが，許徳宝はこれが初刻本であるとする。許
徳宝 1991 によれば『中州音韻』は 8162 字を収め，『中原音韻』より 2286 字多く，また『中
州楽府音韻類編』より 3936 字多い。また収める小韵はあわせて 1691 ある。3

　この内閣文庫本の巻首に「凡例」8条があり『中州音韻』の体例を述べるが，その第 1
条に
　翻切、圏注，一遵洪武正韻，其旧本有而正韻無者，闕之，或正韻有而旧本少者，補之。
とある。
　本稿は『中州音韻』の反切は実はこの「凡例」にいう通り，『洪武正韻』（あるいは『韻
学集成』）の反切をもとにして，これに改良を加えて作製されたものであることを論証し
ようとするものである。4

４．『中州音韻』の反切の特徴の一つに，所謂五音（唇・舌・歯頭・正歯・牙喉）の枠を
想定し，反切下字には同類声母の字を用いるようにするというのがある。
　たとえば「東、多龍切」において反切下字の「龍」字は「東」と同じ舌音の系統である。
　「空、枯紅切」において反切下字の「紅」字は「空」と同じ牙喉音の系統のものである。
　「崩、逋蒙切」において反切下字の「蒙」字は「崩」と同じ唇音の系統のものである。

2 上声にも全濁音声母の音節が存在してしかるべきなのであるが，『中州音韻』はもと北方漢語を
表す『中原音韻』系統の書をもとにして編纂されているものであるから，上声の全濁音声母の音
節はすでに去声に移っているために，『中州音韻』においても上声の全濁音声母の音節は存在し
ないという結果になっている。

 　たとえば『中原音韻』去声に１「洞動棟凍蝀」の小韻がある。ここにある「動」字はもと全濁
音声母の上声の字であったが，北方漢語の音韻変化の通り，無声化して去声に移ったものである。
『中州音韻』の編纂はこのような系統の曲韻の書に基づいているので，その結果として「動」字
は去声に移ったままになっていて上声の該当小韻の枠は空欄になっている。

3 わたくしの集計によれば『中州音韻』の所収字は合計 8147，また音節数は 1798 である。
4 『洪武正韻』は明初の洪武 8年（1375）に当時の「雅音」を基礎に編纂された勅撰の韻書である。
『韻学集成』は天順 4年（1460）に稿成った音韻学の書で，成化 12 年，17 年（1476，1481）の序
文を持つ。嘉定の章黼の撰。『洪武正韻』の七十六韻に基づいて十三巻・二十二部に分け，各巻
頭に反切表を掲げる。ただ『洪武正韻』が伝統的な四声の順に巻を成すのに対して，相配する韻
を平上去入の順に排列している。たとえば，巻１は平声「１東２冬３鍾・・・」ではなく，「東
董送屋」のように始まる。以下，それぞれ『正韻』『集成』という略称を使うことにする。 
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　また以上の例でも分かるように，反切上字はほとんどは平声字であり，その韻母も韻尾
を持たない単純な形式のもので，主要母音は反切帰字の主要母音と同類のものである。
　これらはいずれも反切が唱えやすくなるように考えられているのであろう。

５．少数の例外が存在する。
　平声 10「濃、尼容切」。舌音を注する反切であるのに反切下字の「容」はそうではない。
この音節は『正韻』には存在せず，『集成』における増加小韻に「濃、尼容切」がある。

上声 14「琫、邊孔切」。唇音の反切であるのに反切下字の「孔」は牙音の字である。また
反切上字の「邊」字は 10 先天の字で，その韻母は -ienというやや複雑な構造をしていて，
鼻音韻尾まで有している。この音節は『集成』『正韻』ともに「琫、邊孔切」の反切である。
　以上の 2例は『韻学集成』（『洪武正韻』）の反切のままであった。

　上声 12「勇、因竦切」。喉音の反切であるのに反切下字の「竦」字は歯音の字である。『集
成』『正韻』ともに「勇、尹竦切」で，『中州音韻』はもと上声の反切上字を平声の字に改
めている。

　上声 13「捧，夫孔切」。唇音の反切であるのに反切下字の「孔」は牙音の字である。『集
成』『正韻』ともに「捧，方孔切」で，『中州音韻』は主要母音が異なり，しかも鼻音韻尾
を持つ「方-ang」字を，1東鍾の主要母音「u」を持つ平声の字である「夫」に改めた。

　以上の例外反切のありさまから『中州音韻』の反切は『集成』『正韻』の反切に基づいて，
これに改良を加えて作られたものであると推察される。そしてこれら例外反切は『集成』『正
韻』の反切を改訂しないでそのまま使ったものであるらしい。

６．下の四小韻は，上字を改める必要はなく，『集成』『正韻』の反切の下字を同類声母の
字に改めればそのまま『中州音韻』の方式の反切になったものである。
　篷、浦蒙切。　『集成』『正韻』ともに浦紅切。
　通、他隆切。　『集成』他紅切。（『正韻』侘紅切）。
　同、徒龍切。　『集成』『正韻』ともに徒紅切。
　農、奴東切。　『集成』奴冬切。『正韻』奴宗切。

７．以下の七小韻は『中州音韻』の反切の方式に叶うものであるため，『集成』『正韻』の
反切をそのまま採用したものである。
　空、枯紅切。　『集成』枯紅切。（『正韻』苦紅切）。
　嗊、胡孔切。　『集成』『正韻』ともに胡孔切。
　瓮、烏貢切。　『集成』『正韻』ともに烏貢切。
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　閧、呼貢切。　『集成』『正韻』ともに呼貢切。
　動、徒弄切。　『集成』『正韻』ともに徒弄切。
　齈、奴凍切。　『集成』『正韻』ともに奴凍切。
　戎、而中切。　『集成』『正韻』ともに而中切。

８．ほかにも『集成』『正韻』の反切の上字だけを改めたものが六例ある。
　送、思弄切。　『集成』『正韻』ともに蘇弄切。
　鞚、枯貢切。　『集成』『正韻』ともに苦貢切。
　凶、希容切。　『集成』『正韻』ともに許容切。
　邕、衣容切。　『集成』『正韻』ともに於容切。
　勇、因竦切。　『集成』『正韻』ともに尹竦切。
　捧、夫孔切。　『集成』『正韻』ともに方孔切。

　このうち「鞚、枯貢切」は『集成』『正韻』の反切「苦貢切」の反切上字「苦」が上声
であるのを平声の「枯」字に改めたものである。「凶、希容切」の反切上字「希」も『集成』
『正韻』「許容切」の「許」字が上声であるのを平声の字に改めているし，「勇、因竦切」
の反切上字「因」も『集成』『正韻』の「尹竦切」の「尹」字が上声であるのを平声の字
に改めたものである。

　以上、「１東鍾」の韻を例にして『中州音韻』の反切注はその「凡例」１にいうように『洪
武正韻』（あるいは『韻学集成』）の反切を基礎に，これを自らの原則に合うように改めた
ものであることを述べた。そして『中州音韻』の反切法の原則に合わないものは『洪武正
韻』（あるいは『韻学集成』）の反切を改訂しないでそのまま使った結果であることを述べ
た。

９．次に『中州音韻』の反切は上字に平声の字を使うのが原則であることを述べようと思
う。いま「非母」を例にとる。
　『中州音韻』において非母の舒声小韻は 21 例，入作三声の小韻は 2例ある。
　舒声小韻では反切注は 18 例，直音注は 3例あり，入作三声小韻では反切注が１例，直
音注が１例ある。
　「非母」反切注の上字に使われているのは僅かに下の三字のみで，いずれも平声の字で
ある。
　「方」　敷邦切　11 例，　（2江陽）
　「夫」　方逋切　5例，　（5魚模）
　「敷」　方逋切　2例，　（5魚模）

10．上字が平声字ではない例外反切は『中州音韻』全体のうちで以下の五例のみである。
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　幇母上声　10 先天　上声「匾、補典切」。この小韻は『集成』『正韻』ともに「補典切」
である。
　清母入声　13 家麻　入作上「攃、七煞切」。　『集成』『正韻』ともに「七煞切」。
　照母入声　18 監咸　平声「詀、竹咸切」。　『集成』は「詀、竹咸切」。『正韻』にこの
音節はない。
　見母上声　15 更青　上声「礦、古猛切」。　　『集成』『正韻』ともに「礦、古猛切」。
　暁母上声　12 歌戈　上声「抲、火可切」。　　『集成』は「虚可切」。『正韻』にはこの
音節はない。
　最後の一例を除く四例はすべて『洪武正韻』あるいは『韻学集成』の反切をそのまま採
用していて，その結果『中州音韻』の反切としては例外的なものになったのである。

11．『中州音韻』の反切は上字・下字ともに工夫を加えて唱えやすくしているのであるが，
それは実は『洪武正韻』あるいは『韻学集成』の反切を基礎にして，これを自らがたてた
原則に合致するように改良したものである，ということが分かった。5 その「凡例」第１條
にいう「翻切、圏注，一遵洪武正韻」については従来検討されてこなかったが，本稿はこ
の事をある程度論証することができたのではないかと考える。
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 （2010．06．23 受理）

5 『韻学集成』の反切表に基づいて自らの官話音系を表現しようとしたものに，ほかにも明末の呂
坤の『交泰韻』がある。佐々木 1983 を参照されたい。
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